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経済学科長 教授 梶村　悠
ご卒業おめでとう。社会人として、4月から、いよいよ出発するわけだ。小、

中、高、大学と16年間の準備期間を完了し、1人前の社会人として、独立する

ことになる。この長い期間に渡って、皆さん方を育み、慈しんでこられたご両親

や家族の方々のことを、静かに思い起こしてほしい。この中から、実社会に飛び

込んでいく、新たな希望と意欲が沸きあがってくる。

皆さん方は、これから、企業人、あるいは公務員として、仕事を通して、社会

に貢献していくことになる。同時に、その報酬によって独立した家計を維持して

いくわけだ。どんな小さな企業、行政機関でも、社会に貢献しているからこそ存

在しているのだ。その仕事が社会に貢献できない企業や行政機関は、統廃合され

ていく。組織体の仕事は、よく「時計」に喩えられる。小さな歯車1つ欠けても

時計は動かない。

皆さん方は、これから、40～50年の長い人生を、仕事と家庭生活の両建てで

過ごして行くことになる。経済学で学んだように、自由主義経済体制下では、経

済変動は避けられない。これと同じように人生も大波小

波、山あり谷ありの行路である。仕事に就いて、3年目、

そして10年前後に、大きな壁にぶち当たると言われて

いる。また、「桃栗3年、柿8年」という諺もある。「壁」

を乗り越えるためには、「忍耐」強く努力しながら、「時

間の経過」を待つということである。どうか頭の片隅に

入れておいて欲しい。

仕事へ果敢に挑戦し、実り多き豊かな人生を、正々

堂々と胸を張って、築いていくよう期待している。

2004.3.吉日

平成15年度第36回卒業証書・学位授与式が3月19日

（金）に本学記念体育館にて挙行され、236名の卒業生がキ

ャンパスに別れを告げました。式典には、多数の来賓、卒業

生、父母を合わせ約600名が参列され、卒業生総代の立谷

梨恵さん（高橋秀憲ゼミ）に小山田学長より卒業証書が授与

されました。小山田学長は卒業生に対し、｢今まで学んだこ

と、これから出会うであろう物事や事象について、視眼的な

見方で見ると共に物事を広く捉えるスケールの大きい人間に

なって、これからの社会を乗り切って頂きたい。｣とはなむ

けの言葉を贈りました。これを受け、答辞として真保孝弘君

（吉岡欽也ゼミ）は｢若者らしい発想と視点とバイタリティを

持って幾多の困難に立ち向かい、社会貢献をしていきた

い。｣と述べました。あっという間の大学生活でしたが、皆

さんが日々努力を重ねたことはさらなる前進のきっかけとな

ることでしょう。卒業生の皆さんの人生における成功を心か

ら念じ、ご活躍を祈っております。

地方の人達は都会のまねをする。既
成の概念では、計り知れない構造的転
換期の現在、都会の人達は何に価値基
準を置き、誰のまねをするのだろう
か？
長い間、アウトサイダー的存在だっ

た地方の中に、そのヒントがあるかも
…。
富士大学を卒業して約30年間、細々

とでありますが、事業を営み二十有余
年。よく続いて来たものだと思う。私
は現在、アテルイの魂が宿る、このイ
ーハトーブの地で自社食料品（P.B）の
卸・小売りの業を営んでおります。社
員6名と各県（東北内）の委託販売店
（12店）の人達が私の仲間です。「何か
おかしい」、「何かおかしい」と思いな
がら、都会（N.B商品の発信企業）の
まねをし営業してきましたが、大企業
の屋台骨が音をたてて崩れ初めている
姿を見、初めて気付きました。私達の
追い求めていたものが、バブルであっ
たということに。
富士大学の先輩（第2回生）で、陸前

高田市の中里長門市長はトップダウン
ではなく、ボトルアップの市政の実現

を目指すと公約し、当選後市民の声を
生かした行政を行っております。
商品は本来、消費者の心から発すべ

きものなのに、今まで私達が追い求め
ていたナショナルブランド（N.B）の商
品はテレビコマーシャルという、とて
つもなく大きな拡声器で消費者の心と
は全く別の所からトップダウン的に押
しつけていたにすぎません。まさにバ
ブルそのものだったということに、遅
まきながらではありますが気づかさせ
て頂きました。
商品は総て、自然の産物であり、自

然からの無償の恩恵として存在してい
るものです。その観点から考えますと、
商品から自然を感じ心が癒されるもの
でなければ、真の商品とは言えません。
私達が今まで追い求めて来たものは、
形だけの中身をともなわない、まさに
バブルだったような気がします。
今、イーハトーブ物産の開発に心血

を注いでおります。東北は自然からも、
人間からも、商品からも心がうかがえ
る地です。イーハトーブのこの地で、
富士大学のキャンパスで共に学んだ事
に誇りをもって、これからも一生懸命

生きていこうと思います。
物産品を通し、イーハトーブの柔ら

かな心をこの地から全国に発信してい
きたいものだと思います。
富士大学在校生諸君、共にベンチャー
してみないか！！

から一言
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宅地建物取引主任者試験合格
おめでとう！ 相澤英寿君（４年）

平成15年度

主な就職先

青山メインランド
アクティス
アビバジャパン
岩手繊維
岩手三菱自動車販売
岩手リコー
ウジエスーパー
永薬品商事
岡崎建材
小田島
加納化成
川辺商会
九州ノーサンファーム
グリーンスタンプ
佐川急便
サンシティ
サンメディカル
昭和印刷
白金運輸
新日本商品
常光サービス
杉沢薬品
スズキ自販岩手
セゾン自動車火災保険
仙台観光
セントラル開発
綜合警備保障
大成社
太陽ゼネラル
武富士
田島自動車教習所
第一フードサービス
大和実業
大和冷機工業
東都興業
東北ケーズデンキ
東北マツダ
杜陵印刷
西尾レントオール
西松屋チェーン

日盛ハウジング
日新スズキ販売
日本生命保険相互会社
日本通運
日本デスコ
日本ユニコム
ネッツトヨタ岩手
ネッツトヨタ山形
ＮＯＶＡ
濃飛西濃運輸
芳賀通運
東日本システム
東日本旅客鉄道
広島駅弁当
文芸堂書店
平成電電
ホテルメッツ北上
ホテルルイズ
三八五流通
宮果
武蔵貨物自動車
メノガイア
ヤマト
横浜タイヤ北東北販売

とおの松寿会
やまどり福祉会
東奥学園高等学校
岩手医科大学
石越町役場
八戸商業高等学校
五所川原高等学校
五所川原農林高等学校
花泉高等学校
福島高等学校
東京むさし農業協同組合
堤研一公認会計士事務所
鹿沼市役所
航空自衛隊
陸上自衛隊

第3回高校生童話大賞
表彰式

第3回目を迎えた『高校生童話大賞』
表彰式が、平成15年12月21日（日）
本学を会場に開催されました。
今回大賞（金の星賞）を受賞された

のは、栃木県作新学院高校の山本晴佳
さん（1年）、他、優秀賞（銀の星賞）
3名、佳作8名がそれぞれ受賞されまし
た。また、今回は惜しくも賞から漏れ
ましたが、優秀な作品を作り上げた
方々に対し、実行委員会でその作品に
『ノミネート作品』という名称を付け、
氏名・作品名等を発表することといた
しました。
今回の表彰式には、大賞・優秀賞を

受賞された計4名の高校生、そして父
母の方々が出席されました。また、選
考委員をはじめ来賓の方々・教職員が
出席され、式は盛大に行われました。
受賞者の皆さんから一人ずつ受賞の感
想を述べていただきました。皆さん嬉
しさを隠しきれず、涙を浮かべ言葉に
表せない表情が出ていました。今回受
賞者4名の内3名が低学年（1年生）で、
1名が3年生でした。このことには、出
席された方々も驚きを隠せない様子で
した。4名共しっかり感想を述べてい
ましたが、やはり3年生の方は1年生の
お手本となる一段と堂々とした挨拶で
した。
式終了後には、鹿踊りを見学、その

後、宮沢賢治記念館等を見学し、表彰
式の一切を終了しました。
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平成16年度学事予定表
在学生ガイダンス・履修登録・健康診断等 …（5日～9日）
入学式…………………………………………（10日）
前期授業開始…………………………………（12日）
新入生ガイダンス・履修登録・健康診断等（12日～16日）
新入生学外オリエンテーション …（23日・24日）

教養演習旅行…………………………………（12日）
学友会総会……………………………………（26日）

スポーツフェスティバル……………………（11日）

図書館専門職員養成講習開始 …（1日～9月12日）
前期補講日 …………………………（17日・24日）
前期授業終了日………………………………（23日）
前期定期試験 ……………………（26日～8月3日）

夏季休暇 …………………………（4日～9月10日）
集中講義期間……………………………（4日～6日）
図書館専門職員養成講習司書補閉講式……（21日）

統計関連学会……………………………（3日～6日）
前期再試験……………………………（6日～11日）
父母懇談会……………………………（7日～11日）
花巻まつり …………………………（10日～12日）
後期授業開始…………………………………（13日）
図書館専門職員養成講習終了………………（12日）

準備日 …………………………………………（8日）
紫陵祭…………………………………（9日・10日）

演習発表会……………………………………（24日）

冬季休暇 …………………………（13日～1月7日）
海外研修旅行 ………………………（13日～23日）

集中講義期間……………………………（5日～7日）
後期授業再開…………………………………（11日）
大学センター入試 …………………（15日・16日）
後期授業終了日………………………………（21日）
後期定期試験 ……………………（25日～2月2日）
創立記念日……………………………………（25日）

春季休暇……………………………（3日～4月1日）
スキー実習……………………………（8日～10日）
後期再試験 …………………………（14日～19日）

卒業判定 ………………………………………（2日）
卒業式

第8回卒業生　

松田和則さん

委託販売希望者

調法本舗　一歩道　松田和則
岩手県大船渡市立根町堀之内24-10

TEL 0192-27-7886
FAX 0192-27-7884

仲間いっぱい募集中
★調法本舗一歩道からのコマーシャル★
・世界一のかけ醤油　調法
・無添加スープの素　味源
・よぉ～がすと大船渡
うにラーメン
ほたてラーメン
わかめラーメン
わかめうどん
梅そうめん

特集

私がこの｢宅地建物取引主任者
試験｣を受験しようと思ったきっ
かけは、私の父の勧めからでした。
私の実家は、不動産貸付業を営ん
でおり、私はその長男であり、父
に将来必ず役に立つからと言われ
た事で、私はこの試験にチャレン
ジしてみようと思いました。
この宅建という試験は毎年10

月の第3日曜日が試験日に当た

り、12月3日に合格発表があり
ます。
私は、これまで過去2回この試

験に失敗しており、このままでは
いけないと思い、水沢にある日建
学院でお世話になり、3回目で合
格する事が出来ました。そこで学
んだことは、宅建という試験は要
所をしっかり勉強しておけば合格
率がぐっと上がるということで失
敗するのは、難しいのではなく、
要所を勉強していないだけだとい
うことでした。だから、何か資格
を目指している後輩諸君は、就職
にも有効な資格であるこの宅建を
目指してみてはいかがでしょう
か。
就職先　
株式会社　青山メインランド

challenge

学友会活動4年間頑張りました！
荒井敏隆君（４年）

大学院生から一言　吉田康則君（修士課程1年）

JALホノルルマラソン２００３に挑戦

人との繋がりはあいさつから始
まるのではないでしょうか。
私は、「おはようございます」、
「こんにちは」という、あたり前
のあいさつを心がけてきました。
そのこともあり、今では良き師に、
良き友に恵まれたと思います。
私の大学生活は、そんな何気な
いあいさつから始まる、人との結
びつきによって充実したものにな
っていたと思います。勉学、吹奏
楽部、執行委員会（学友会）、ア
ルバイトなどと様々な活動に取り
組めたのも、周りの助けがあった
からです。
４年前数人でスタートした執行
委員会は、体育祭（現在はスポー
ツフェスティバル）、花巻まつり、

紫陵祭、部活紹介、新入生オリエ
ンテーション、体育会・文化会
（予算折衝・部室）などを皆が兼
任していました。実際には、準備
や当日の運営にも事欠く状態でし
たが、先生や職員の方々、学生の
多くの支えがあったからこそ乗り
越えることができました。その後、
多くの後輩が入会し、共に大学生
活をより良いものにするために、
より斬新なアイディアを提案し、
活気ある学生生活を目指してきま
した。
現在では，体育会も独自で動き

出し、以前に比べれば運営形態は
良くなって来ているようにも思え
ます。しかし、役員の人数がまた
も減少し始めており、さらに直視
せねばならないのが、学友会の運
営自体にも周囲の関心が薄くなっ
ているようにも思えることです。
学友会は、学生はもちろん職員や
先生方が一致団結し、富士大学で
の生活向上を目指すものだと私は
考えています。皆が富士大学を誰
にとってもより良い生活の場にな
るよう、皆で手を取り合えること
を望んでいます。

就職先　ホテルルイズ

簿記検定2級合格
福島ひとみさん（４年）

昨年の教育実習で簿記を教えた
のをきっかけに、実習や大学生活
のまとめとして簿記の資格を取得
しようと思いました。
昨年11月の3級検定では、学

内の簿記講座を受講し先生方の協
力もあり無事合格。しかし、今回
2月の2級では、簿記講座はなく

独学で勉強するしかなく、しかも、
アルバイトや卒業論文作成と並行
して勉強しなければいけないのが
大変でした。
しかし、市内の図書館などへ行

き、他に勉強をしている人達を見
て刺激を受け、“自分も頑張らな
ければ”と励ましながらやってく
ることができました。
結果は合格。今は努力が報われ

た嬉しさと信じられなさで一杯で
す。
4月から会計事務所で働くこと

がきまっているので、この資格を
生かし頑張りたいと思います。次
ぎは、税理士資格を目指します。

富士大学大学院に一期生として
入学してから一年が経ち、初めは
大学院での勉学にしっかりついて
いけるのか不安でした。
大学院に入り学部と違ったとこ

ろは、授業が少人数で行われてい
くところで、授業人数が一番多く
て四、五人程で、少ない授業にな
ると先生と一対一で行われている
ところもあります。その他、修得
する単位数が学部の頃より少ない
のですが、その分授業内容が難し
くなっています。
ゼミ内では卒論に向けて研究テー
マを決め、私は斉藤国雄先生のゼ

ミで指導を受けながら、不良債権
問題について、岩手の三銀行を中
心にデータを集めて研究をしてい
ます。斉藤先生は以前IMFに勤め
ていたことがあり、先生の豊富な
金融の知識から指導を受け、自分
の研究を進めています。
大学院では、優秀な先生方によ
り学ぶ事の連続ですが、どの先生
も熱心で優しい方々です。少人数
で授業が行われているので、先生
の話が聞き取りにくいということ
も無く、気軽に質問もでき、学ぶ
環境としてはとても良い所だと思
います。
これから富士大学の大学院へ入
ろうと考えている皆さんへ、この
環境の中で大学に次いでさらなる
研究・勉学に励み、そして友人と
の交流の機会としても、大学院を
お勧めします。

12月14日、快晴のハワイ、
ホノルルで開催されたJALホノル
ルマラソンに、本学から3名の教
職員が挑戦しました。その内、千
葉夕里さんが、女子参加者
10,516名中77位と健闘しまし
た。千葉さんは本学陸上部のOG
で、全国都道府県対抗女子駅伝の
県代表にもなった選手でしたがフ
ルマラソンは初めての挑戦でし
た。また、佐々木安廣教授と教務
課、陸上部監督の佐藤伴行さんも
参加し、見事完走、年に負けない
意気を示しました。
参加者から一言づつ感想を聞か

せてもらいました。
千葉夕里さん「未知の世界を、と
にかく無事ゴールすることを目標
に走りました。完走後は、マラソ
ンランナーの心情が初めて分った
ような気がしました。」

佐々木安廣教授「何も考えずに申
し込み、走ることになってしまい、
走っている途中、何度も止めたく
なりましたが、勇気もなくゴール
まで走り続けた。また、チャレン
ジしたいという気持ちが不思議で
ならない。」
佐藤伴行さん「10年ぶりにマラ
ソンを走りました。とても長～い
道のりでしたが、完走してほっと
しています。」
10キロウォークに参加した及川
二三子さん「今度はフルマラソン
にも挑戦し
たいです。
地元ボラン
テ ィ ア の
人々の活躍
にも感激し
ました。」

無料サンプル進呈中
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FUJI UNIV. SPORTS CLUB
Spring Camp ～各クラブ全国各地で展開～

キャンパスニュース
『大学入試センター試験』実施

『大学を知る』講演会に講師派遣

campus
news

硬式野球部

●2/16（月）～2/20（金）
埼玉合宿
●3/9（火）～3/13（土）
山梨合宿

ホッケー部

●2/21（土）～2/22（日） 中島杯争奪卓球大会
●3/ 9（火）～3/13（土） 東京選手権大会

卓球部

●2/24（火）～3/6（土）
九州、関東合宿

陸上競技部

男子
●3/9（火）～3/12（金） 強化合宿（金ヶ崎青年の家）

女子
●2/25（水）～3/2（火） 強化合宿（岩手山青年の家）

バスケットボール部

スキー実習

トップリーダー研修会

体育実技の集中講義であるスキ
ー実習が、安比高原スキー場にお
いて、2月11日～13日（2泊3日）
の日程で行われた。
99名の受講生は、今年から新し

い宿泊先になった安比グランドホ
テルにおいて開講式を行った後、
上級から初心者まで銀世界に飛び
出していった。
3日間とも快晴に恵まれ、それに

応えるかのように受講生の上達の
早さには目をみはるものがあった。
中でも全く滑れない初心者グルー

プは、悪戦苦闘し、何度転んでも笑
顔を絶やさずがんばっていたことも
あって、2日目の午後には、頂上か
ら滑って来れるようになっていたの
は驚きだった。
ある受講生からは、「最初は全く

滑れませんでしたが、滑れるように
なってスキーってホントに面白いで
すね！！」という歓喜の声も聞かれた。
また、仲間同士で指摘し合い、助

け合いながら成長していく一体感、
努力し上達した時に得られる達成感
が感じ取れる実習だった。

スポーツセンター利用状況

■平成15年度学内・学外の利用状況

平成15年度においても、スポーツセンター内のトラック・プール・
多目的グラウンド・トレーニング室･お風呂（温泉）等、中学校から大
学、そして一般まで数多くの方々に利用していただきました。
学内においては、部活動における各クラブの利用、また、一般学生

の余暇時間の利用、そして、学生だけでなく職員の利用も目立ち、ウ
ォーキングやジョギングで汗をながし、リフレッシュする姿もみられ
ました。
学外の利用においては『スポーツセンターは屋内において屋外の運

動もできる』ということで、大変好評で、特に梅雨時、冬季期間は市
内の各学校を始め東北各地からトレーニング等の目的で足を運んでい
ただきました。
スポーツセンターの利用はトレーニングだけでなく、講習会会場等

としても利用できますのでご利用ください。
問いあわせ先　富士大学スポーツセンター事務室 q0198-23-0607
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4,925

809

5,930

1,196

5,136

1,159

2,755

607

4,729

442

5,403

1,791

5,211

1,742

2,531

1,745

7,897

2,028

10,102

1,322

60,536

13,670

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 計

■平成14年度学内・学外の利用状況

学内者（数）

学外者（数）

6,781

668

5,457
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230

4,779
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男子
●2/23（月）～2/28（土） 千葉合宿　　
●3/ 8（月）～3/12（金） 石川合宿（金沢学院大学）
●3/22（月）～3/26（金） 茨城合宿（筑波大学）

女子
●3/ 3（水）～3/12（金） 茨城合宿（筑波大学）
●3/23（火）～3/27（土） 県内合宿（久慈）

柔道部

（1列目・左から2番目吉田樹史君）

三重遠征 於 豊田自動織機ソフトボール場

吉田君選ばれる
全日本学生柔道連盟海外遠征団（ハワイ遠征）

A班 ●2/23（月）～3/10（水）沖縄キャンプ
●3/15（月）～3/28（日）関東遠征

B班 ●2/23（月）～3/10（水）沖縄キャンプ
●3/22（月）～3/26（金）北関東遠征

サッカー部

A班 ●3/ 5（金）～3/15（月） 沖縄キャンプ
B班 ●3/ 5（金）～3/15（月） 沖縄キャンプ
全体 ●3/16（火）～3/30（火） 茨城遠征・千葉遠征

準硬式野球部

●3/5（金）～3/17（木） 春季強化合宿（茨城・守谷市）・関東遠征

女子ソフトボール部

●2/22（日）～3/ 5（金） 三重遠征　
●3/11（木）～3/14（日） 愛知遠征
●3/16（火）～3/18（木） 滋賀遠征　　
●3/19（金）～3/22（月） 兵庫遠征

ハンドボール部

●2/23（月）～2/29（日）
春季強化合宿（東北学院大学泉キャンパス）
●3/7（日）～3/11（木） 早稲田大学
●3/20（土）・21（日） 早稲田大学

剣道部

●3/3（水）～3/6（土）と3/10（水）～3/13（土）
強化合宿（岩手山青年の家）

平成15年度「学長表彰者」を紹介します。

【学業成績優秀表彰】
杉山早智さん
真保孝弘さん
千葉麻由さん
立谷梨恵さん
遠藤泰裕さん
石井美佳さん

【学術論文優秀表彰】
遠藤泰裕さん
論題「減損会計の現状と課題」

【課外活動優秀表彰】
荒井敏隆さん（学友会）
市川久敏さん（学友会）
坂本隆記さん（ボクシング部）
池田晋平さん（男子柔道部）
土屋雄一さん（剣道部）
中村友子さん（バスケットボール部）
下佐裕美さん（バスケットボール部）
劔持栄美子さん（女子柔道部）

《男子》

準決勝
富士大学A３－０北社クラブ
1. 稲葉３－０神山
2. 駒形３－０須藤
W．駒形・南３－０神山・川原

《女子》

準決勝
富士大学３－１高田高校
1. 堀内０－３金野
2. 吉田３－０菅原
W．鈴木・吉田３－１吉田・金野
4. 高橋３－０吉田
5. 鈴木３－０大和田

決勝
富士大学A３－１エムアイクラブ
1. 稲葉３－２小田桐
2. 駒形２－３村上
W．駒形・南３－２村上・平賀
4. 長谷川３－２平賀
5. 南　　　　岡部

決勝
富士大学３－１翡翠クラブ
1. 鈴木３－０藤原
2. 高橋１－３蛇口
W．鈴木・吉田３－１久保・佐藤
4. 堀内３－１佐藤
5. 吉田３－０久保

第１５年度岩手県総合団体
卓球選手権大会
平成１５年１２月１４日（岩手県営体育館）

男女共に5年連続優勝
男子は5年連続7度目

女子は5年連続6度目

《男子》

決勝
富士大学A３－２エムアイクラブ
1. 上野　明大０－３村上
2. 長谷川文康２－３平賀
3．駒形　元気３－１岡部
4. 稲葉　　徹３－１小野寺
5. 南　　克幸３－１小田桐

《女子》

決勝
富士大学１－３青森山田高校
1. 高橋　清美０－３森（ま）
2. 鈴木　祥恵３－２原
3. 吉田　瑞江０－３杉本
4. 堀内理津子０－３郡山
5. 高橋　千佳　　　森（美）

第７３年北日本卓球大会
平成１６年１月２４・２５日（花巻市総合体育館）

男子団体2年ぶり

3度目優勝

男子シングルス準優勝 長谷川文康

男子シングルスベスト8 駒形元気、南　克幸

第3回大学院公開講座
〈開設記念交流同時開催〉

平成16年1月17日（土）・18日
（日）の二日間に渡り本学を会場に
『大学入試センター試験』が実施さ
れた。
本学が試験会場となったのは、昨

年と同様花巻北高校・花巻南高校・
黒沢尻北高校の受験生。早朝から緊
張した表情で各試験場に向ってい
た。
本学の会場は受験生の控室等を設

けているため「待ち時間居心地が良
く、勉強に集中できる環境でとても

良い」と各高校の先生・受験生か
ら大変好評を得ている。
今回の本学での受験者数は645

名、試験は全国の各会場で同時刻
に一斉に実施された。
緊張感が漂う中、全教職員が試

験監督をはじめ、それぞれの業務
に真剣に対応し、2日間共、試験時
間、内容、受験生に何らのトラブ
ルもなく今年のセンター試験は無
事終了した。

平成16年2月中旬、岩手県立花巻
北高等学校で開かれた「大学を知る」
講演会に、岩手大学、岩手県立大学
の教官とともに、本学から、斉藤国
雄経済学部教授が参加した。講演会
は、様々な学部、学科の説明とその
研究内容の紹介が中心で、一年生全
員が、それぞれの進路希望に応じ、
選択・受講した。斉藤教授は、経済
学は住みよい社会を作ることを目指
す学問であり、若い人が情熱をもっ

て勉強できる学問であることを強調
した。受講者からは、強い関心が感
じられ、講演会終了後も、最近の経
済問題についての質問や、自己の進
路相談を熱心に続ける姿もみられ
た。富士大学では、今後も、このよ
うな高校生を対象とした大学、学
部・学科紹介の講演会・セミナー等
に積極的に協力していく方針であ
る。

平成16年2月18日～25日まで、
（社）全日本学生柔道連盟海外遠征
がハワイで行われ、本学から私が副
団長として参加し、柔道部1年の吉
田樹史君が東北から唯一人の選手と
して選抜され参加した。
ハワイの柔道は、日本のように学

校単位での活動形態ではなく、社会
スポーツとして活動している柔道ク
ラブが中心になって普及されている
ので、交流の対象の年齢も幅が広く、
少年から一般（成人）までが一つの
道場で同時に稽古している状況が多
かった。従って柔道の練習は、夕方
6時頃から少年の基本的な練習から
始まり、途中からレベルの高い一般
人の練習となり10時頃に終了する
と言う形で交流が行われた。
これは、欧米のスポーツ普及形態

の典型で、これから、日本でも目指
して行くスポーツ普及の方式と言え
る。成年が少年をしっかり指導し、
その後で一般の人達が互いに高め合

う方法で、子供たちが大人の指導者
とコミュニケーションを十分取りな
がら技術を修得していくので人間性
の育成には大変良いものであると思
われる。
また、どの会場でも、柔道が終わ

ると、父母たちが手料理を持ち寄っ
て食事会が催され、地元の子供たち
と和やかな時間を過ごすこともあり
楽しい遠征であった。
ハワイでは、数多くの柔道クラブ

があり、それぞれの指導者がいろい
ろ工夫して強化に臨み、柔道が彼ら
の生活に密着している状況を知るこ
とができ、日本で生まれ育った柔道
の価値を再確認することができた。
今回の遠征は、ただ強さを競うだ

けでなく、人間性の育成に役立って
いる柔道の本来の姿に触れることが
できたと言うことで学生にとっても
我々指導者にとっても良い勉強の機
会と成った。

校内喫煙率調査

平成16年3月1日（月）の「岩手日
報紙上」において、本学の佐々木安
廣教授ゼミの『喫煙に対する意識調
査』が掲載された。
佐々木教授のゼミは、6年前から

喫煙に対する調査をしており、本年
度は始めて教員の喫煙率も調査。そ
の結果、学生と同じ36％を示した。
この調査の方法としては、本学の

学生と教職員の喫煙率の違いを比較
することを目的に、学生300人
（男258人、女42人）、教員38人
（男36人、女2人）、職員43人（男
24人、女19人）の計381人を対
象に、昨年秋から三ヶ月間アンケー
トをとったもの。
結果、学生の喫煙率は36％、教

員も学生同様36％、職員は26％だ
った。また、学生の喫煙者の中では
「将来たばこをやめようと思う」が
67％、「たばこの害について気にし
たことがある」が87％とさらに禁
煙が強まる傾向が見られ、劔持まり
こさん（1年）は「昨年からたばこ
の値段が値上がりしたことも、一因
となったようだ」と分析していた。
佐々木教授は、この調査結果より

「学生の喫煙率は年々減少している
ことが明らかになっているが、県内
の学生とくらべてまだ高い。今後教
職員も一緒になって考えていきた
い」と話し継続調査に力を込めてい
た。

平成16年3月4日（木）・5日
（金）の2日間、本学において、執
行委員会と学生課が来年度の「学友
会活動の方針計画」について話し合
う、「トップリーダー研修会」を実
施した。
1日目は次年度の「学友会行事の

計画について討議した。新入生オリ
エンテーションを始め、恒例のスポ
ーツフェスティバルなどについて話
し合った。

2日目には、「大学についてのア
ンケート」の集計を基に大学への要
望等を討議した。ここでは、「学生
寮について」や「学内の施設改善」
などについて数多くの意見交換がな
された。
この二日間で話し合った事は多

く、その事の一つ一つを真剣に考え、
平成16年度学友会活動に対しては、
学生の為の学友会活動の充実をより
一層目指していきたいと思います。

第3回大学院公開講座が盛岡市で開催された。今回は岩手県、岩手経
済4団体等の後援も受けた。講師は、斉藤国雄教授が担当。演題は、
｢景気回復と円高・ドル安問題｣であった。
斉藤教授は10ページにわたるレジュメを作成され、明快な講演をさ

れた。また講演終了後、パーティーも開催され本学教職員と岩手経済団
体等の方々の懇談がなされた。
内容は、まず、回復基調が顕著な日本経済の現状と展望を議論に据え

て、輸出と設備投資を中心にして、このところの景気回復の動向を論じ
られた。景気回復の原因はアメリカ・中国の世界経済の拡大と国内経済
における企業構造のリストラクチャアの進展によるものと指摘された。
次に、円高・ドル安問題を論じられ、昨今の日本の国際収支のパターン
が変化し、市場介入が目立ち外貨準備高も急増している点を指摘された。
また円高・ドル安を回避するために市場への介入努力が必要であり、市
場におけるリスク回避策として政府間の政策協調が必要であることを強
調された。

日時：2004年2月25日（水）午後6時より
場所：ホテルメトロポリタン盛岡ニューウィング

学長表彰

12,000

■平成14・15年度スポーツセンター利用状況 

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 

Ｈ15年度学内者（数） 

Ｈ15年度学外者（数） 

Ｈ14年度学内者（数） 

Ｈ14年度学外者（数） 

全日本学生柔連海外遠征に参加して
全柔連海外遠征副団長　富士大学教授（柔道総監督）佐々木　安廣

富士大学広報12_2_川口  6.9.04 13:21  ページ 2


